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第１節 策定の趣旨 
宇都宮市では，平成 13 年 10 ⽉に，⼈と⾃然が共⽣し，環境への負荷の少ない持続可能な「環境

都市うつのみや」の実現を⽬指して，「宇都宮市環境基本条例」を制定しました。その後，平成 24 年
度に環境省により「第 4 次環境基本計画※」が，平成 26 年度には経済産業省により「第 4 次エネル
ギー基本計画※」が策定され，⽬指すべき持続可能な社会の姿が⽰されました。 

これらを踏まえ，本市においては平成 27 年度に，「宇都宮市環境基本条例」の基本理念※の下，本
市が⽬指すべき「環境都市」の姿を明確化し，事業を計画的に推進するため「第 3 次宇都宮市環境基
本計画（以下，「基本計画」という。）」を策定しました。 

本市では，この基本計画に基づき，上位計画である「第 6 次宇都宮市総合計画※」との整合を図り
ながら，環境保全⾏動を促進するためのもったいない運動や，家庭における再⽣可能エネルギーの普
及促進などの諸施策を推進してきたところです。 

また，世界では，平成 27 年に合意されたパリ協定に基づき，気候変動の緩和に向けた温室効果ガ
ス※の削減が求められているほか，同年の国連持続可能な開発サミット※において「持続可能な開発⽬
標（以下，「ＳＤＧｓ」という。）」が全会⼀致で採択されたことを受けて，多様化，複雑化する環境問
題の解決に向けた機運が⾼まっています。また,我が国では,2050 年までに温室効果ガスの排出を全
体としてゼロにする脱炭素社会の実現が掲げられたところであり,これまで以上に市⺠，事業者，⾏政
が⼀体となった取組が必要となっています。 

このような中，令和 2 年度に基本計画の前期 5 年が終了することから，⼈⼝減少社会の到来や超⾼
齢社会※への本格的な移⾏など，社会経済状況の変化や，これまでの施策の達成状況などを踏まえた
中間⾒直しを実施し，後期 5 年を計画期間とする「第３次宇都宮市環境基本計画後期計画（以下，本
計画）という。」を策定するものです。 
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第２節 計画の基本的事項 
（１）計画の位置付け 

本計画は，「宇都宮市環境基本条例」の基本理念において⽰している，本市が果たすべき責務
や⽬指すべき将来像を⾒据え，「第６次宇都宮市総合計画」の個別計画として，環境に係る施策・
事業を計画的かつ効果的に推進するために定めるものです。環境保全に関する個別計画や施策
は，この計画の基本的な⽅向に沿って策定，実施するものとし，施策・事業において，環境へ
の負荷が軽減されるよう⼗分に配慮するものとします。 

また，本計画は市⺠・団体，事業者，⾏政等の各主体が環境保全への取組を実施する際の指
針ともなります。  

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

連携 

第６次宇都宮市総合計画 

第３次宇都宮市環境基本計画 後期計画 

宇都宮市地球温暖化対策実⾏計画 
（区域施策編）後期計画 

 

うつのみや⽣きものつながりプラン 後期計画
（⽣物多様性地域計画） 

 

⼀般廃棄物処理基本計画 
                  など

都市計画マスタープラン 
都市交通戦略 
緑の基本計画 
産業復興ビジョン 
⾷料・農業・農村基本計画 

など 

【宇都宮市】 
環境基本条例 

【国】 
環境基本法 
第５次環境基本計画※ 
        など 

【県】 
栃⽊県環境基本条例 
栃⽊県環境基本計画 

      など

⽬標や施策の 
具体化 

アクションプラン 
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（２）計画の全体像 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１章 第３次宇都宮市環境基本計画

後期計画の概要 

計画の位置付けや役割など 

第２章 環境行政の現状と課題 

 
宇都宮市の環境をとりまく状況の変化・ 

前期計画の評価・意識調査結果・課題のまとめ 

第３章 計画の目標と環境都市の姿 

 基本理念︓みんなで築き 未来へつなげよう
         環境都市 うつのみや

計画の⽬標

⽬指す環境未都市の姿

第４章 推進方針と施策体系 

第５章 分野別の基本施策 

①地球環境 ②廃棄物 ③⾃然環境 

⑤⼈づくり ④⽣活環境 

第６章 計画の推進 

各主体の役割と連携や計画の推進体制について 

市民・事業者・行政による 

一体的な計画の推進 

推進⽅針に基づく５つの分野の施策・事業の推進 
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（３）計画の構成 
本計画は，「基本構想」，「推進⽅針」，「基本施策」で構成します。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本施策 

推進方針 

基本構想 

～目指す環境都市の姿～ 

【基本構想（ビジョン）】 
「基本構想」は，総合的で計画的な施策事業の運営を図るため，

基本理念に基づき，⽬指すべき将来の「環境都市」の姿を⽰す
もので，“本市の環境⾯から⾒たビジョン（未来像）”といえる
ものです。 
「環境都市」を描くに当たっては，市⺠の暮らしの視点である

「ひと」，まちの空間の視点である「まち」，暮らしや空間を⽀
える仕組みの視点である「しくみ」の 3 つの視点から，様々な
環境課題が解決された２１世紀半ばの本市のビジョンを「環境
未来都市」として明確化しました。

【推進⽅針】 
「推進⽅針」は，基本構想で定めた将来の「環境都市」を実現

するための基本⽅向を⽰すもので，“本市の環境施策の進め⽅”を
明らかにするものです。 

【基本施策】 
「基本施策」は，「推進⽅針」で定めた基本⽅向に即して，将

来の「環境都市」の姿を実現するために必要な基本的取組を⽰す
ものです。 

「基本施策」は，5 つの分野（地球環境，廃棄物，⾃然環境，
⽣活環境，⼈づくり）で定めます。 
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（４）計画期間 
本計画の期間は，令和３（2021）年度から令和７（2025）年度までの 5 年間とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本構想（21 世紀半ば 環境都市の姿） 

平成 27（2015）年度 令和 32（2050）年度

前期計画 
（平成 27〜令和 2 年度） 

後期計画 
（令和 3〜7 年度） 

後期５年 前期５年 

本計画 
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（５）ＳＤＧｓへの貢献 
本計画に掲げた分野別の施策・事業を推進することで，SDGs のゴール「７ エネルギーを

みんなにそしてクリーンに」「１３ 気候変動に具体的な対策を」等の達成に貢献します。 
 

【本計画と関係が深い SDGs のゴール】 

 
 
 
 

 
 
 

分野 施策事業の事業内容 SDGs との関連 

地球環境 家庭・事業所やまちの低炭素化， 
気候変動への適応 など 

 

廃棄物 ごみの減量，資源化，資源循環の構築，
ごみの適正処理，不法投棄対策， など

 

⾃然環境 ⽣物多様性や⾥⼭・農地，河川， 
景観の保全 など 

 

⽣活環境 ⼤気や⽔質の保全，騒⾳対策 など 
 

⼈づくり 環境教育や環境学習， 
環境保全活動の促進 など 

 

 

 

 

 

 

「７ エネルギーをみんなにそしてクリーンに」 
すべての⼈々の，安価かつ信頼できる持続可能な近代的

エネルギーへのアクセスを確保する

「13 気候変動に具体的な対策を」 
気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる 
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1）「ＳＤＧｓ」とはどんなもの？ 

「誰⼀⼈取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のため，2030 年までに⽬指
す国際⽬標です。SDGs は 17 の「開発に向けた意欲⽬標（ゴール）」，ゴールの下に 169 の「計測
可能な⾏動⽬標（ターゲット）」，進捗管理のための 232 の「評価尺度」の三層構造となっています。 

⽇本が掲げるＳＤＧｓの実施指針は，「持続可能で強靭，そして誰⼀⼈取り残されない，経
済，社会，環境の統合的向上が実現された未来への先駆者を⽬指す」です。 

この実施⽅針には，地⽅公共団体やその地域で活動するステークホルダー（関係者）による積極
的な取組の推進，各種計画等の策定や改定にあたってＳＤＧｓの要素を最⼤限反映させることを奨
励する旨が記載されています。 

 

 

 

2）宇都宮市ではどんなことをしているの？ 

２０１９年度に，国の「ＳＤＧｓ未来都市」として選定された本市では，「宇都宮市ＳＤＧｓ
未来都市計画」を策定するとともに，市⻑を本部⻑とした「うつのみやＳＤＧｓ推進本部」を設置しま
した。 

２０２０年１⽉には，市域のＳＤＧｓの認知度向上や理解促進等に向けた取組を⾏う「宇都
宮市ＳＤＧｓ⼈づくりプラットフォーム」を⽴ち上げ，ＳＤＧｓの取組を積極的に推進する市域の企
業やＮＰＯ，教育機関，⾏政などの多様な主体が連携・協⼒しながら，勉強会の開催やイベントに
おける普及啓発などを実施しています。 
 

～コラム～ 

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


